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年間第２０主日 

 

福音朗読 マタイ 15・21-28 

 

2023.8.20 9：30ミサ 

カトリック高円寺教会 

主任司祭 高木健次神父 

 

 今日の福音の出来事をたどっていきますと、イスラエルの神の民を本来の神様のみ

心に呼び戻すためにイエス様が来られた、しかし、そのイエス様がイスラエルの民の

ために来られたおかげで、イスラエルの民だけではなく、周辺に住まう人――今日の

登場人物では「カナンの女」というふうに出てきますけれども――もイエスに出会っ

た、そして、イエスに出会ったその女性だけではなく、その娘が悪霊の力から解放さ

れた、というふうに、恵みが、ピンポイントで与えられるのではなく、その与えられ

た対象の人を通してその周辺にも広がるのだということをわたしたちに思い出させ

てくれます。 

 その中で、わたしたちも今日このごミサを通して、またその前に洗礼を通してイエ

ス様に出会い、またこのごミサの中でご聖体あるいは祝福を通してイエス様の恵みを

いただくわけですけれども、それもやはり同じように、わたしたちにピンポイントで

与えられてその受け取る人だけ、ということではなくて、むしろ神様はその受け取っ

たものを通してその周りにも恵みが及んでいくということを願って、わたしたちをこ

こにお呼びになったと考えて良いのではないかと思います。 

 皆さんの中には、ご家族も洗礼を受けたらいいのになあと願っているけれどもその

ようにはならない、ということを気に病んだり心配されているかたもいらっしゃるか

もしれません。しかし、神様の恵みというのは目に見える何か教団に所属するとか洗

礼を受けるということに留まらない、むしろ、洗礼を受けた人を通してその周りに及

んで行く、という信頼を持つほうが大切なのではないかと思います。場合によっては、

とにかく家族の者が洗礼を受け、教会の名簿に載ったということで満足してしまい、

その内容や信仰そのものを深めていくということは自分の責任ではないというふう

に、非常に形式的に捉えてしまう危険もあるわけです。そうではなく、わたしたちは、

自分が神様に呼ばれたというその召命が周りの人のためでもあると繋がるときに、ほ

んとの意味で神様のみ心、恵みがだんだんわかってくると言っても良いのではないか

なあと思います。 

 聖霊というのは、時々風にたとえられたりしますけれども、お部屋の中に風を入れ

るには、お部屋の両側に窓があるならば窓を一方だけではなく両方開ければよりたく
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さんの風が入ってくるように、わたしたちは神様から頂くという、神様に対してだけ

窓を開くのではなく、自分を通してその恵みが広がっていくという思いで、他の人に

その恵みを伝達する思いで、他の人の、もう一方の窓もあけるなら、自分の中にもよ

り多くの恵みを頂くことになると言って良いのではないかなあと思うわけです。 

 人と人とが繋がって恵みを伝達し合うようになるということこそが、まさに神の国

であり、神様がお造りになったその最初の状態に罪から清められて戻って行くという

ことです。神と分断され、そして人と人とが互いに分断して孤立しているという状態

こそが罪の状態あるいは悪霊の支配ということならば、その反対、人と人とが繋がる

ということがまさに救いということになるわけです。 

 勿論、今日ご聖体拝領をするわたしたち、また、祝福を受けるわたしたちを通して

神様がどのように周りの人に恵みをお与えになるかは神の業ですから、わたしたちが

このようになるんだと勝手に決め付けることは出来ません。しかしそこに希望を置き、

少なくともわたしたちの側は神の御業に協力する、あるいは邪魔しないという思いで、

神様を今日も一人ひとりの中にお迎えする、イエス様に助けていただきながら生活す

る、ということが大切なのではないかと思います。 

それは具体的には、他の人に対する思い遣りを失わないように何度も思い起こす、

勿論完全ではないけれどもいつもそこに基準を持って行くことであり、また、色々な

ことが自分の思い通り、願っている通りに起こらなくても神様の御業に信頼して希望

と微笑みを捨てない、失わない、そのようにしてみようと思うこと。そのようなこと

を通して、わたしたちの中にも、またわたしたちを通して周りにも神様の業が広がっ

ていくと希望して良いのではないか、またそのようにすることが神様に直接呼ばれた

と自覚する、洗礼を受けた、またここに集まっているわたしたちの取るべき態度なの

ではないかなあと思います。 

 そのように神様の御業に信頼しながら、今日受ける恵みが自分のためだけではない、

自分を通して周りの人にまたこの世に神様が恵みをもたらそうとされているという

ことを思い起こしながら、一人ひとりがこのごミサを通して神様からの、イエス様か

らの新しい力を頂きたいと思います。 
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